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市民意識調査等から見る現状と課題 

 
◎趣旨 

  平成２８年度「男女共同参画に関する意識調査」の結果について報告するもの 
 
１ 調査の目的 

 過去の市民意識調査や全国調査等と比較しながら，男女共同参画に関する市民，事業所，児童の意識

の現状や変化，地域特性等を的確にとらえ，問題・課題等を明らかにし，「（仮称）第 4 次宇都宮市男女

共同参画行動計画」を策定するうえでの基礎資料とすることを目的として実施 
 
２ 調査対象 

 （１）市民意識調査 
   20 歳以上の市民 3,000 人を無作為に抽出 
（２）事業所意識調査 

   市内の従業員５名以上の事業所を無作為に抽出 
 （３）児童意識調査 
   平成 28 年度本市調査未対象校のうち平成 23 年度本調査対象校を除いた市立小学校 10 校 
 
３ 調査方法 

（１）市民，事業所意識調査は，アンケート調査票を郵送配布，無記名にて郵送回収 
 （２）児童意識調査は，対象学校に調査票を配布，回収 
 
４ 調査期間 

 平成 29 年１月 17 日（火）～1 月 31 日（火） 
 
５ 回収結果 

 
対象 配布数 回収数 有効回答率 

■市民（全体） 3，000 1，196 39.9％

性
別 

男性 1，500   487 32.7％

女性 1，500   676 45.1％

性別不明 -    33 -

■事業所 2，500  791 31.6％

■児童   928  878 94.6％

 
 
 
 

参考資料２ 
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６ 回答者の基本属性について 

■市民意識調査 

・回答者数，回答率，男女比 
 回答者数 回答率 男性 女性 性別不明

平成 28 年度 1,196 39.9％ 40.7％ 56.5％ 2.8％
平成 23 年度 1,473 49.1％ 41.7％ 57.9％ 0.4％
・年齢構成  
 20 歳代 30歳代 40 歳代 50 歳代 60 歳代 70歳以上 無回答 合計 
平成 28 年度 12.7% 16.4% 20.7% 22.2% 16.4% 11.0% 0.5％ 100％
平成 23 年度 7.9% 16.5% 17.3% 17.0% 23.6% 17.4% 0.3％ 100％
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■事業所調査 

市民意識調査結果（抜粋） 

※「前回」は平成２３年市民意識調査 

（１）分野別の男女の地位 

・「平等になっている」が多い分野：「学校教育の場で」49.3％⇒51.5％ 
「家庭生活で」31.7％⇒34.0％ 

・「男性優遇」「どちらかといえば男性優遇」が多い分野：「社会通念・慣習しきたりなどで」72.1％
⇒73.9％，「政治の場で」69.7％⇒70.7％，「社会全体で」63.8％⇒70.7％ 
（２）「男は仕事，女は家庭」という考え方 

・「男は仕事，女は家庭にいるのがよい」9.4％⇒7.2％ 
（３）地域などでの社会的な活動（自治会や PTA など） 

・「行っている」30.6％「行っていない」67.1％ 
・「行っていない」理由 「仕事が忙しく時間がないから」37.0％「関心がないから」32.3％「活動

についての情報がないから」29.0％ 
※前回調査と質問形式の変更あり・・・社会的な活動の例示 
＜平成 23 年度＞社会福祉・まちづくり，生涯学習活動等多数の選択肢から複数選択 
＜平成 28 年度＞「自治会やＰＴＡ活動などの社会的活動」を「行っている」，「いない」で回答 
（４）女性の職業の持ち方 

・「出産・育児期間に一時退職した後，再就職している」39.5％⇒32.5％ 
・「結婚や出産・育児にかかわらず職業を持ち続けている」25.8％⇒27.8％ 
（５）ワーク・ライフ・バランスについて 

・生活の中で，「現実」では，「仕事を優先」38.4％⇒40.1％，「『仕事』と『家庭生活』を優先」24.9％
⇒27.8％ 
・「理想」は，「「仕事」と「家庭生活」と「個人・地域の生活」のすべてを優先」32.7％⇒34.4％，

次いで「「仕事」と「家庭生活」を優先」21.0％⇒24.6％ 
（６）過去２年間に配偶者や恋人から，暴力を受けた経験 

・受けたことのある女性の割合は 15.9％⇒18.3％ 
（７）パートナー（配偶者や恋人など）が，自分の健康状態について理解しているか 

・「理解していると思う」62.3％⇒58.9％，「わからない」13.8％⇒16.6％ 
「理解していると思わない」14.1％⇒12.7％ 
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■事業所意識調査 

【業種別】                   【規模別】 
項目 回答数 構成比 

卸売・小売業 136 17.2％
サービス業 133 16.8％
建設業 139 17.6％
医療・福祉 129 16.3％
製造業 42 5.3％
飲食・宿泊業 40 5.1％
不動産業 14 1.8％
運輸・通信業 24 3.0％
金融・保険業 16 2.0％
電気・ガス・水道業 5 0.6％
教育・学習支援事業 25 3.2％
その他 59 7.5％
無回答 39 3.7％
合計 791 100.0％

 

 

 

項目 回答 構成比 

300 人以下 756 95.6％ 

300 人以上 20 2.5％ 

無回答 15 1.9％ 

合計 791 100.0％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業所意識調査結果（抜粋） 

 
（１）男女共同参画に関する用語の認知度 

用語の認知度（「言葉も内容も知っている」割合） 

・「セクシュアル・ハラスメント」87.5％，「パワー・ハラスメント」85.3％，「ワーク・ライフ・バ

ランス」35.9％，「女性の職業生活における活躍の推進に関する法律」16.6％，「ポジティブアクシ

ョン」14.2％，「LGBT」20.7％，「えるぼし」2.4％，「くるみん」8.5％ 
（２）雇用や職場環境 

今年度新規採用した従業員の性別 

・男女差はほぼない。 

会社説明会のお知らせなど，性別によって，異なる対応をすることがあるか 

・「ある」が 2.1％，「ない」が 88.2％ 

女性従業員の結婚，出産，共働き等に際しての配置換えや退職勧告等 

・配置換えや退職勧告等は「ない」が 86.2％で最も多く，「ある」が 2.7％，「社内結婚の場合のみ

ある」が 1.5％ 

結婚，出産，育児，または介護に際して退職した従業員 

・退職した従業員が「いない」が 64.3％で最も多く，次いで「結婚の際に退職」が 12.0％，「妊娠，

出産の際に退職」が 10.7％ 
男女の取扱いが平等になっているか 

・「福利厚生」が 77.1％，次いで「定年・退職・解雇」が 76.1％と高く，「仕事の内容」が 48.0％で

最も低い。 
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ポジティブアクション（男女間の格差を解消するため企業が積極的に取り組んでいること）につい

ての措置 

・「特に配慮していない」が 40.7％で最も高く，次いで「女性が参加していなかった会議や勉強会

に，積極的に女性を参加させる」が 15.8％ 

（３）女性管理職登用に関する取組 

管理職への登用状況 

・女性の「０人」が 37.0％で最も多く，次いで「１人」が 25.7％。男性は「０人」が 18.7％で最

も多く，次いで「１人」が 18.0％ 
女性管理職がいない，または少ないと考えられる理由 

・「管理能力の面で，女性の適任者が少ない，またはいない」が 25.1％で最も多く，次いで「家庭

の仕事もあるので，長時間労働を要求できない」が 16.3％，「在籍年数など満たしていない」が

15.2％ 
女性の管理職登用しない理由 

・「女性を管理職にする会社の制度が十分ではないから」，「管理職を希望する女性が少ないから」

が同数の 15.8％，次いで「仕事と両立がむずかしいから」が 11.5％ 

女性の管理職を増やすための取組 

・「候補者の把握と計画的な育成」が 25.3％で最も多く，次いで「管理職に対する女性部下育成に

関する意識啓発（研修など）」が 19.3％ 

（４）女性の活躍推進における取り組みについて 

女性の活躍を推進するうえで，現在取り組んでいること 

・「責任のある仕事の付与」が 51.6％で最も高く，次いで「会議・打ち合わせなどに積極的に参加

させている」が 34.4％ 

女性の活躍を推進するうえで，今後，必要な取組 

・「女性の継続就業（育児休業からの職場復帰など）に関する支援」が 52.0％で最も多く，次いで

「女性のモチベーションや就業意識を高めるための研修機会の付与」が 29.1％，「人材育成の機会

を男女平等に与えること」が 28.7％ 
（５）育児休業制度について 

育児休業制度を利用した従業員 

・「全くいない」が 59.3％で最も多く，次いで「利用した女性がいる」が 33.5％ 

子育てと仕事を両立できるよう実施していること 

・「妊娠中，育児中の勤務時間の短縮」が 34.6％で最も高く，次いで「残業の免除」が 26.8％ 

育児休業制度を男女ともに利用しやすくするために行政がすべきと思う取組  

・「育児休業者に代わる人材を雇用した場合の補助金制度」が 45.5％で最も多く，次いで「育児休

業取得者がいる事業所の税制面等の優遇措置を行う」が 37.3％，「休業中の所得保障をより充実さ

せる」が 32.4％ 
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（６）介護休業制度について 

介護と仕事を両立できるよう実施していること 

・「介護中の勤務時間の短縮」が 24.7％で最も高く，次いで「残業の免除」が 19.0％ 
介護休業制度を男女ともに利用しやすくするために行政がすべきと思う取組 

・「介護休業者に代わる人材を雇用した場合の補助金制度」が 49.1％で最も多く，次いで「介護休業

取得者がいる事業所の税制面等の優遇措置を行う」が 42.4％，「休業中の所得保障をより充実させる」

が 37.0％ 

（７）ハラスメントについて 

通称「セクハラ指針」についての見直しの認知度 

・「知らない」が 52.1％で最も多く，次いで「見直しがあったことは知っている」が 30.6％，「見直

しの内容も含めて知っている」が 11.9％ 

セクシュアル・ハラスメントを防止するための取組 

・「問題はないので，防止策はしていない」が 57.6％で最も多く，次いで「就業規則にセクシュアル・

ハラスメントを禁止する条項を記載している」が 17.3％，「事業所内にセクシュアル・ハラスメント

の相談・苦情窓口を設置している」が 15.3％ 

マタニティ・ハラスメントを防止するための取組 

・「問題はないので，防止策はしていない」が 65.5％で最も多く，次いで「事業所内にマタニティ・

ハラスメントの相談・苦情窓口を設置している」が 8.7％ 

パワー・ハラスメントを防止するための取組 

・「問題はないので，防止策はしていない」が 57.1％で最も多く，次いで「事業所内にパワー・ハラ

スメントの相談・苦情窓口を設置している」が 13.0％，「就業規則にパワー・ハラスメントを禁止す

る条項を記載している」が 11.5％ 

（８）仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）について 

ワーク・ライフ・バランスに取り組むうえでの課題 

・「代わりの人員の確保が難しい」が 53.9％で最も多く，次いで「働き方に関する様々な社会通念が

ある」が 17.1％，「全体的に休暇取得率が低い」が 15.2％ 

「ワーク・ライフ・バランスが実現された社会」に近づくために，企業に必要な取組 

・「社長や取締役がリーダーシップを発揮してワーク・ライフ・バランスに取り組む」が 71.3％で最

も多く，次いで「無駄な業務・作業をなくす」，「管理職の意識改革を行う」が同数の 69.5％ 

「ワーク・ライフ・バランスが実現された社会」に近づくために，自治体に必要な取組 

・「保育所など子育て支援を拡充する」が 67.0％で最も多く，次いで「ワーク・ライフ・バランスの

重要性についてＰＲする」が 55.6％，「ワーク・ライフ・バランスが進んでいる企業の事例を紹介す

る」が 53.3％ 
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■児童意識調査 

・回答者数，回答率，性別 

 回答者数 回答率 男性 女性 性別不明

平成 28 年度 878 94.6％ 55.9％ 43.3％ 0.8
平成 23 年度 890 91.4％ 50.3％ 49.7％
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

児童意識調査結果（抜粋） 

 

（１）「女（男）らしくしなさい」，「女（男）のくせに」と言われることについて 

「女(男)らしくしなさい」や「女(男)のくせに」と言われることの頻度 

・「全く言われない」が 44.0％で最も多く，次いで「あまり言われない」が 33.0％，「ときどき言わ

れる」が 17.3％ 

「女(男)らしくしなさい」や「女(男)のくせに」と言う人 

・「母」が 66.8％で最も多く，次いで「父」が 34.7％，「祖母」が 25.4％ 

（２）女（男）でよかったと感じたことについて 

学校において，「女（男）の子で良かった」と感じたこと 

・「ある」が 27.4％（前回より 8.9 ポイント減），「ない」が 25.3％ 

家庭において，「女（男）の子で良かった」と感じたこと 

・「ある」が 21.4％（前回より 6.0 ポイント減），「ない」が 31.8％ 

（３）ＬＧＢＴについて 

ＬＧＢＴ(ｴﾙ・ｼﾞｰ・ﾋﾞｰ・ﾃｨｰ)という言葉の認知度 

・9.6％  

ＬＧＢＴ(ｴﾙ・ｼﾞｰ・ﾋﾞｰ・ﾃｨｰ)のそれぞれの単語の認知度  

・｢ゲイ（男性同性愛者）｣が 51.6％で最も多く，次いで「レズビアン（女性同性愛者）」22.1％ 

（４）家庭での手伝いについて 

食事のしたくやそうじ・せんたくなどの家の仕事をだれがするのが良いと思うか 

・「女の人と男の人が力をあわせてやるのが良い」が 56.0％（前回より 9.9 ポイント増）で最も多く，

次いで「女の人でも男の人でもできる人がやるのが良い」が 28.9％（前回より 2.1％減） 

（５）会長や委員長などのリーダーについて 

会長や委員長などのリーダー役を，だれがするのが良いと思うか 

・「女の人でも男の人でもどちらでも良い」が 83.4％（前回より 13.2 ポイント増） 
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市民意識調査等の結果について 

【事務局まとめ】 
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１ 性別による固定的な役割分担意識や慣行の見直し 

成果指標① 

「社会全体で男女の地位が平等になっていると感じる市民の割合」（平成２９年度目標値３０％）は，

１８．８％であり，平成２３年度に比べ１．４ポイント減少した。 

【国，県比較】 

国 ２１．１％（Ｈ２８）  県 １１．６％（Ｈ２６） 

 

（１） 男女の地位の平等感 

・「家庭」，「職場」，「学校教育」の分野での平等感は進んでいるが，依然として「政治」，「社会通念・

慣習・しきたりなど」，「社会全体」の分野では，７割の市民が男性優遇と感じている【グラフ１－１】。 

・いずれの分野においても，男性より女性において，不平等感を感じている割合が高くなっている 

・「家庭」の分野では，男性と女性の平等感に相違が見られる。 

・「社会通念・慣習・しきたりなど」の分野で「男性優遇」は，６０代男性で８割を超えている。 

【グラフ１－２～９】。 

・事業所においては，仕事内容や採用・配置・昇進などで不平等感を感じている【グラフ１－１０】。 

 

２ 男女共同参画の視点に立った教育の推進 

 成果指標② 

「『男は仕事，女は家庭』という考え方について肯定的な市民の割合」（平成２９年度目標値５．０％）

は，７．２％であり，平成２３年度に比べ２．２ポイント低下した。 

【国，県比較】 

 県 ９．２％（Ｈ２６） 

※ 国の調査では，「夫は外で働き，妻は家庭を守るべきであるという考え方に対してどう思うか」と

いう設問であり，また，質問回答の内容や回答項目数が異なるため，単純比較はできないが，「肯

定的な回答」は８．８％（Ｈ２８） 

 

（１） 固定的な役割分担意識 

・「男は仕事，女は家庭」と考える５０代以上の男性は，他の世代より高い【グラフ２－１】。 

・「家庭生活における夫婦の役割分担」について，「食事，掃除，洗濯，乳幼児の世話，家計の管理」に

関しては，６割～７割が妻，「子どものしつけや勉強，親や身内の介護」については，男性も担ってお

り，約４割が「夫婦同程度」に分担していると回答している【グラフ２－２】。 

・経年比較可能な４項目（食事のしたく，そうじ，洗濯，親や身内の介護）については，前回調査時に

比べ，「夫婦同程度」の割合が高くなっており【グラフ２－３～６】，また，特に２０代の男女において

は，「夫婦同程度」と回答する割合が他の世代に比べ多くなっている。 

・自分の子どもを「男（女）の子は，男(女)らしく育てたい」と考える割合は，平成２３年度に比べ６．

５ポイント減少しているが，女性より男性の方が各年代とも高い【グラフ２－７】。 

（２）子ども世代の役割分担意識 

・家事及び学校内での役職についての考え方は「性別にとらわれることはない」が約８４％となってお 

り，平成２３年度より約１０ポイント増加【グラフ２－８，２－９】したことから，子ども世代は，性 

別役割分担意識がなくなってきている。 
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３ 男女がともに活躍できる分野の拡大 

成果指標③ 

「地域などで社会的な活動を行っている市民の割合」（平成２９年度目標値６３．０％）は３０．６％

であり，平成２３年度に比べ１９．２ポイント低下した。 

※ 前回調査と質問内容が異なる（前回は多数の選択肢から複数選ぶ形式で，今回は自治会やＰ

ＴＡなどと例示し，ＹＥＳ，ＮＯ形式） 

【県比較】 

※ 県の調査では多数の選択肢から選ぶ形式であるため，単純比較はできないが６１．７％ 

 

 

（１） 社会的活動の参加状況 

・今回，質問形式が異なったことも影響し，自治会などの社会的な活動を行っている割合は，男女と

も約３割に留まった【グラフ３－１】。 

・参加しない理由として，「仕事が忙しく時間がない」が３７．０％で最も多く，次いで「関心がな

い」３２．３％，「活動についての情報がない」２９．０％との回答が多い【グラフ３－２】。 

 ・「地域活動において希望どおりに時間が取れている」割合は３割以下で，「家庭生活」，「個人の生活」，

「休養」に比べて極端に低い【グラフ３－３】。 

 

４ 意思決定の場における男女共同参画の推進 

成果指標④  

「審議会等委員に占める女性の割合」（平成２９年度目標値３０．０％）は２４．６％で，平成２３

年度に比べ０．５ポイント低下した。 

【市区町村比較】 

 ２６．０％（Ｈ２８）           

（出典：内閣府「女性の政策・方針決定参画状況調べ」） 

 

（１） 審議会における女性の登用 

・目標値８割の達成ではあるが，計画時から微減の傾向にある。 

・女性登用が進まない理由は，「団体からの推薦のため」，「充て職を依頼しているため」（庁内担当課に

対する，女性登用率が３０％未満の理由についての調査結果） 

（２） 民間事業所における女性管理職の登用 

・事業所調査においては，女性管理職の登用は「ゼロ」が最も多く３７％，次いで「１人」が２５．７％

と進んでいないが【グラフ４－１】，「今後，管理職として登用するつもりがあるか」については，約５

４％が「ある」と回答【グラフ４－２】。  

・「女性の管理職がいない」理由は，「管理能力面で適任者が少ない」と回答する事業所が最も多く 

【グラフ４－３】，「今後も登用するつもりはない」理由は，「希望する女性が少ない」，「自社の制度が

十分でない」を回答する事業所が多い【グラフ４－４】。 
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５ 仕事と生活が充実し好循環（ワーク・ライフ・バランス）を生み出す環境づくり 

 成果指標⑤ 

「結婚や出産・育児にかかわらず，ずっと職業を持ち続けている女性の割合」（平成２９年度目標値

２９．０％）は，２７．８％であり，平成２３年度に比べ２．０ポイント上昇 

 

成果指標⑥ 

「出産・育児後，再就職できている女性の割合」（平成２９年度目標値４６．０％）は３２．５％で，

平成２３年度に比べ７．０ポイント低下 

 

成果指標⑦ 

「『仕事』と『家庭生活』と『個人・地域の生活』のすべてを優先できている市民の割合（理想と現

実の差）」（平成２９年度目標値１２．０％）は，３２．４％で，平成２３年度に比べ１．５ポイント上

昇し，差が開いており，理想は「すべてを優先」が３４．４％と国，県より２倍以上高い。 

【国，県比較】 

＜理想＞    ＜現実＞    ＜理想と現実の差＞ 

国  １５．４％   ５．３％     １０．１％（Ｈ２８） 

県  １３．１％   ５．０％      ８．１％（Ｈ２６） 

本市 ３４．４％   ２．０％     ３２．４％ 

 

（１） 女性の就業意識 

・就業継続型が増加しており，２０歳代女性においては５割以上となっている。【グラフ５－１】 

・現在，無職の２０歳代，３０歳代の女性においては，２人に１人が「今後，働きたい」と回答してい

る【グラフ５－２】。 

・女性が退職する理由として，「結婚」という回答が約４割と最も多く，次いで，「妊娠・出産」という

回答が多く【グラフ５－３】，その具体的な理由として「仕事と家事・育児・介護の両立が難しい」と

の回答が約４割で最も多い【グラフ５－４】。 

・女性の再就職に必要なことは「夫の理解や家事・育児などへの参加」が約７割で最も多い 

【グラフ５－５】。 

（２） 男性の育児・介護休業 

・「男性の育児休業や介護休業について受け入れられる」との回答は約８割であり【グラフ５－６】，「男

性が育児休業を取得しづらい理由」は，「職場に取りやすい雰囲気がない」との回答が最も多く 

【グラフ５－７】，男性の育児休業が取得できるかは職場の雰囲気に影響されることが伺える。 

（３） 仕事や家庭生活の優先度合 

・「生活の中で何を優先するか」では，理想は「すべてを優先」の回答が最も多いが，現実は「仕事を

優先」の回答が最も多く，男性の約５割が「仕事を優先する」と回答【グラフ５－８，９】。 

・ワーク・ライフ・バランスを実現するため企業に必要な取組は，「管理職の意識改革」，「育児・介護

休業制度の取りやすさ」の割合が高い【グラフ５－１０】。 

・ワーク・ライフ・バランスの認知度は全国と比較して高い【グラフ５－１１】。 

・栃木県内労働者一人平均の年間総実務労働時間は長期的には減少傾向にあるものの，全国平均に比べ

６８時間長いことから【グラフ５－１２】，仕事を第一に優先している実態が労働時間にも表れている

ことが伺える。 
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６ 男女間におけるあらゆる暴力の根絶 

 成果指標⑧ 

「過去２年間に配偶者や恋人から暴力を受けたことのある女性の割合」（平成２９年度目標値０％に

近づける）は，１８．３％で，平成２３年度に比べ２．４ポイント上昇 

【国，比較】 

国 ３８％（Ｈ２８） 

※ 国は配偶者にこの１年間で被害を受けた経験 

※ 県は質問の選択肢の内容が異なるなど，比較対象外 

 

（１） 配偶者や恋人からの暴力について 

・精神的・経済的暴力などの割合が増加している【グラフ６－１～６】。 

・ＤＶ等を防止するために必要なこととして，「相談窓口の周知」との回答が約７３％で最も多く 

【グラフ６－７】，また，相談する相手として，「友人・知人」と回答する割合が６割で最も多くなって

おり，「親族への相談」が前回調査に比べ減少し，「公的機関の相談」は増加し，約２割となっている 

【グラフ６－８】。 

・相談しない理由として，前回調査では「相談するほどのことではないと思った」が５割であったが，

今回は，「自分さえ我慢すればやっていけると思った」，「相談しても無駄だと思った」が増えている 

【グラフ６－９】。 

（２） ハラスメントについて 

・セクシュアルハラスメントの被害を感じたことのある者は２割いる中で【グラフ６－１０】，「職場で

感じた」と回答した者が６割弱【グラフ６－１１】となっているが，事業所を対象にした調査では「セ

クハラ指針」の見直しがあったことについて，「知らない」と回答した割合が５割を超えており 

【グラフ６－１２】，セクハラに対する事業所側の関心が低いことが伺える。 

 

 ７ 性に対する理解促進と生涯を通じた男女の健康支援 

 成果指標⑨ 

「パートナー（配偶者や恋人など）が，自分の健康状態について理解していると思う市民の割合」（平

成２９年度目標値７８．０％）は，５８．９％で，平成２３年度に比べ３．４ポイント低下しているが，

男性の６０代では８割が肯定的な考えが多く，男性の方が理解されていると思う割合が女性より高い傾

向にある。 

 

（１） パートナーが自分の健康状態について理解していると思う市民 

・男性は年齢が上がるほど理解してもらっていると感じる傾向にあるが，女性は４０代，５０代で「理

解していると思わない」という否定的回答が２割を越えている【グラフ７－１】。 
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参考データ 

１ 性別による固定的な役割分担意識や慣行の見直し 

グラフ１－１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グラフ１－２ 「家庭生活」における平等感【経年・男女別・年代別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7.9%

7.3%

1.8%

12.3%

4.8%
1.5%

0.0%

2.7%

2.4%

0.0%

12.9%

7.4%

18.2%

12.4%

11.9%

7.9%

40.4%

43.3%

33.5%

45.4%

20.6%

30.9%

33.0%

36.6%

35.3%

41.0%

27.1%

37.7%

46.9%

56.9%

51.4%

42.9%

34.0%

31.7%

42.7%

27.5%

44.4%

35.3%

47.4%

46.4%

38.8%

41.0%

40.0%

40.2%

21.0%

23.5%

22.9%

19.0%

6.4%

6.4%

10.1%
4.0%

20.6%

13.2%

7.2%

8.9%

10.6%

1.6%

8.2%

4.9%
2.8%

2.6%

1.8%

6.3%

1.9%

1.3%

2.1%

1.8%

0.0%

1.5%

3.1%

2.7%

2.4%

1.6%

5.9%
1.6%

0.7%

0.7%

2.8%

0.0%

7.4%

6.0%

8.0%

7.1%

9.5%

13.2%

8.2%
2.7%

8.2%

9.8%

4.7%

8.2%

9.8%
3.9%

4.6%

14.3%

2.0%

3.9%

1.8%

1.9%

0.0%

4.4%

1.0%

0.0%

2.4%

4.9%

1.2%

0.0%

0.7%

0.0%

4.6%

9.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【経年比較】

平成28年度(n=1196)

平成23年度(n=1473)

【性別】

男性(n=487)

女性(n=676)

【男性・年代別】

20歳代(n=63)

30歳代(n=68)

40歳代(n=97)

50歳代(n=112)

60歳代(n=85)

70歳以上(n=61)

【女性・年代別】

20歳代(n=85)

30歳代(n=122)

40歳代(n=143)

50歳代(n=153)

60歳代(n=109)

70歳以上(n=63)

男性の方が非常に優遇されている どちらかといえば男性の方が非常に優遇されている
平等になっている どちらかといえば女性の方が非常に優遇されている
女性の方が非常に優遇されている わからない
無回答

63.8%

67.1%

72.1%

73.9%

37.2%

44.7%

69.7%

70.7%

40.6%

38.3%

15.8%

15.1%

57.7%

53.8%

50.6%

48.3%

20.2%

18.8%

13.4%

9.9%

38.0%

31.2%

13.5%

13.7%

33.3%

31.4%

49.3%

51.5%

17.6%

23.8%

31.7%

34.0%

5.4%

9.2%
3.5%

3.3%
6.4%

7.5%
1.9%

2.4%
5.7%

4.7%
4.1%

4.5%

7.9%

8.8%

7.7%

8.3%

10.6%

4.9%

11.0%

12.9%

18.4%

16.7%

14.8%

13.3%

20.4%

25.5%

30.8%

28.8%

16.9%

13.6%

9.9%

9.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｈ23年度

⑧社会全体で Ｈ28年度

しきたりなどで Ｈ23年度

⑦社会通念・慣習・ Ｈ28年度

Ｈ23年度

⑥法律や制度の上で Ｈ28年度

Ｈ23年度

⑤政治の場で Ｈ28年度

地域社会で Ｈ23年度

④町内会や自治会等の Ｈ28年度

Ｈ23年度

③学校教育の場で Ｈ28年度

Ｈ23年度

②職場で Ｈ28年度

Ｈ23年度

①家庭生活で Ｈ28年度

男女の地位の平等感

男性優遇（「どちらかといえば」含む） 平等 女性優遇（「どちらかといえば」含む） わからない・無回答
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グラフ１－３ 「職場」における平等感【経年・男女別・年代別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グラフ１－４ 「学校教育の場」における男女の平等感【経年・男女別・年代別】 
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18.0%

3.2%

4.4%

7.2%
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1.6%

17.6%

19.7%

16.1%

18.3%

18.3%

17.5%

41.1%

46.2%

41.5%

40.2%

36.5%

35.3%

46.4%

37.5%

44.7%

47.5%

34.1%

33.6%

46.2%

44.4%

43.1%

33.3%

23.8%

17.6%

30.6%

19.2%

34.9%

25.0%

32.0%

42.9%

29.4%

9.8%

23.5%

19.7%

18.9%

21.6%

19.3%

7.9%

7.0%

6.7%

8.6%

5.9%

9.5%

16.2%

8.2%

8.9%

5.9%

3.3%

8.2%

12.3%

4.9%

4.6%

1.8%

3.2%

1.8%

1.2%

2.5%

1.3%

3.2%

8.8%

2.1%

1.8%

0.0%

5.9%

0.8%

0.7%

1.3%

0.0%

10.2%

11.1%

8.6%

11.5%

11.1%

7.4%

3.1%

1.8%

9.4%

27.9%

8.2%

13.1%

12.6%

7.2%

9.2%

25.4%

3.4%

5.8%

2.9%

3.7%

1.6%

2.9%

1.0%

0.0%

4.7%

9.8%

2.4%

0.8%

0.7%

2.6%

8.3%

12.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【経年比較】

平成28年度(n=1196)

平成23年度(n=1473)

【性別】

男性(n=487)

女性(n=676)

【男性・年代別】

20歳代(n=63)

30歳代(n=68)

40歳代(n=97)

50歳代(n=112)

60歳代(n=85)

70歳以上(n=61)

【女性・年代別】

20歳代(n=85)

30歳代(n=122)

40歳代(n=143)

50歳代(n=153)

60歳代(n=109)

70歳以上(n=63)

男性の方が非常に優遇されている どちらかといえば男性の方が非常に優遇されている

平等になっている どちらかといえば女性の方が非常に優遇されている

女性の方が非常に優遇されている わからない

無回答

1.8%

1.6%

0.8%

2.5%

1.6%

1.5%

1.0%

0.0%

1.2%

0.0%

2.4%

5.7%

2.1%

1.3%

1.8%

1.6%

13.3%

14.2%

11.3%

14.5%

6.3%

10.3%

12.4%

13.4%

12.9%

9.8%

10.6%

14.8%

18.2%

14.4%

10.1%

17.5%

51.5%

49.3%

53.6%

50.1%

60.3%

45.6%

53.6%

61.6%

48.2%

47.5%

55.3%

41.0%

54.5%

59.5%

47.7%

33.3%

3.8%

3.5%

6.0%

2.2%

12.7%

10.3%

3.1%

4.5%

5.9%

1.6%

3.5%

1.6%

1.4%

2.6%

3.7%

0.0%

0.7%

0.6%

1.2%

0.3%

1.6%

4.4%

1.0%

0.0%

0.0%

1.6%

1.2%

0.8%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

24.7%

24.4%

23.8%

25.7%

17.5%

25.0%

25.8%

19.6%

27.1%

29.5%

25.9%

34.4%

23.1%

20.3%

24.8%

30.2%

4.1%

6.4%

3.3%

4.6%

0.0%

2.9%

3.1%

0.9%

4.7%

9.8%

1.2%

1.6%

0.7%

2.0%

11.9%

17.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【経年比較】

平成28年度(n=1196)

平成23年度(n=1473)

【性別】

男性(n=487)

女性(n=676)

【男性・年代別】

20歳代(n=63)

30歳代(n=68)

40歳代(n=97)

50歳代(n=112)

60歳代(n=85)

70歳以上(n=61)

【女性・年代別】

20歳代(n=85)

30歳代(n=122)

40歳代(n=143)

50歳代(n=153)

60歳代(n=109)

70歳以上(n=63)

男性の方が非常に優遇されている どちらかといえば男性の方が非常に優遇されている

平等になっている どちらかといえば女性の方が非常に優遇されている

女性の方が非常に優遇されている わからない

無回答
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グラフ１－５ 「町内会や自治会等の地域社会」における男女の平等感【経年・男女別・年代別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グラフ１－６ 「政治の場」における男女の平等感【経年・男女別・年代別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7.3%

6.4%

3.3%

10.2%

3.2%

4.4%
2.1%

6.3%

2.4%

0.0%

11.8%

9.8%

11.9%

9.2%

7.3%

12.7%

31.0%

34.2%

27.3%

33.7%

20.6%

14.7%

24.7%

34.8%

32.9%

29.5%

17.6%

28.7%

33.6%

47.1%

42.2%

19.0%

31.4%

33.3%

39.8%

25.1%

34.9%

36.8%

41.2%

38.4%

43.5%

44.3%

27.1%

18.9%

24.5%

23.5%

29.4%

33.3%

4.4%

5.2%

5.5%

3.6%

6.3%

14.7%

1.0%

6.3%

3.5%

3.3%

3.5%

1.6%

3.5%

5.2%

1.8%

6.3%

0.3%

0.5%

0.4%

0.1%

1.6%

1.5%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

1.2%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

23.2%

16.0%

21.4%

25.0%

30.2%

26.5%

28.9%

14.3%

16.5%

14.8%

37.6%

40.2%

25.2%

15.0%

14.7%

19.0%

2.3%

4.4%

2.3%

2.2%

3.2%

1.5%

2.1%

0.0%

1.2%

8.2%

1.2%

0.8%

1.4%

0.0%

4.6%

9.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【経年比較】

平成28年度(n=1196)

平成23年度(n=1473)

【性別】

男性(n=487)

女性(n=676)

【男性・年代別】

20歳代(n=63)

30歳代(n=68)

40歳代(n=97)

50歳代(n=112)

60歳代(n=85)

70歳以上(n=61)

【女性・年代別】

20歳代(n=85)

30歳代(n=122)

40歳代(n=143)

50歳代(n=153)

60歳代(n=109)

70歳以上(n=63)

男性の方が非常に優遇されている どちらかといえば男性の方が非常に優遇されている

平等になっている どちらかといえば女性の方が非常に優遇されている

女性の方が非常に優遇されている わからない

無回答

25.5%

25.1%

18.3%

31.1%

20.6%

16.2%

18.6%

17.0%

22.4%

13.1%

31.8%

36.1%

35.7%

34.0%

20.2%

20.6%

45.2%

44.6%

45.8%

44.5%

50.8%

30.9%

53.6%

45.5%

44.7%

47.5%

43.5%

39.3%

44.1%

47.7%

48.6%

42.9%

13.7%

13.5%

20.9%

8.6%

17.5%

27.9%

13.4%

29.5%

16.5%

19.7%

7.1%

4.9%

5.6%

9.2%

14.7%

12.7%

2.1%

1.6%

3.3%

1.2%

3.2%

2.9%

4.1%

4.5%

3.5%

0.0%

4.7%

1.6%

0.7%

0.7%

0.0%

0.0%

0.3%

0.3%

0.6%

0.0%

0.0%

2.9%

0.0%

0.0%

1.2%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

11.2%

10.3%

9.4%

12.4%

7.9%

17.6%

9.3%

3.6%

9.4%

13.1%

12.9%

17.2%

13.3%

7.8%

11.9%

12.7%

2.1%

4.5%

1.6%

2.2%

0.0%

1.5%

1.0%

0.0%

2.4%

6.6%

0.0%

0.8%

0.7%

0.7%

4.6%

11.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【経年比較】

平成28年度(n=1196)

平成23年度(n=1473)

【性別】

男性(n=487)

女性(n=676)

【男性・年代別】

20歳代(n=63)

30歳代(n=68)

40歳代(n=97)

50歳代(n=112)

60歳代(n=85)

70歳以上(n=61)

【女性・年代別】

20歳代(n=85)

30歳代(n=122)

40歳代(n=143)

50歳代(n=153)

60歳代(n=109)

70歳以上(n=63)

男性の方が非常に優遇されている どちらかといえば男性の方が非常に優遇されている

平等になっている どちらかといえば女性の方が非常に優遇されている

女性の方が非常に優遇されている わからない

無回答
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グラフ１－７ 「法律や制度の上」における男女の平等感【経年・男女別・年代別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グラフ１－８ 「社会通念・慣習・しきたりなど」における平等感【経年・男女別・年代別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

21.1%

16.6%

12.7%

27.4%

9.5%

20.6%

7.2%

12.5%

17.6%

9.8%

25.9%

33.6%

30.1%

32.7%

17.4%

14.3%

52.8%

55.5%

55.0%

50.9%

42.9%

38.2%

61.9%

59.8%

63.5%

54.1%

43.5%

42.6%

52.4%

53.6%

56.0%

58.7%

9.9%

13.4%

15.8%

5.8%

15.9%

16.2%

10.3%

19.6%

15.3%

18.0%

5.9%

5.7%

4.9%

5.9%

7.3%

4.8%

3.0%

3.1%

4.9%

1.8%

11.1%

10.3%

6.2%

3.6%

0.0%

0.0%

1.2%

1.6%

0.7%

1.3%

4.6%

1.6%

0.3%

0.4%

0.8%

0.0%

3.2%

2.9%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

11.0%

6.9%

9.2%

12.3%

17.5%

10.3%

13.4%

4.5%

2.4%

11.5%

23.5%

16.4%

11.2%

5.9%

10.1%

11.1%

1.9%

4.1%

1.4%

1.9%

0.0%

1.5%

1.0%

0.0%

1.2%

6.6%

0.0%

0.0%

0.7%

0.7%

4.6%

9.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【経年比較】

平成28年度(n=1196)

平成23年度(n=1473)

【性別】

男性(n=487)

女性(n=676)

【男性・年代別】

20歳代(n=63)

30歳代(n=68)

40歳代(n=97)

50歳代(n=112)

60歳代(n=85)

70歳以上(n=61)

【女性・年代別】

20歳代(n=85)

30歳代(n=122)

40歳代(n=143)

50歳代(n=153)

60歳代(n=109)

70歳以上(n=63)

男性の方が非常に優遇されている どちらかといえば男性の方が非常に優遇されている

平等になっている どちらかといえば女性の方が非常に優遇されている

女性の方が非常に優遇されている わからない

無回答

11.0%

7.7%

5.1%

15.5%

4.8%

7.4%

4.1%

3.6%

9.4%

1.6%

18.8%

16.4%

16.8%

15.7%

12.8%

9.5%

33.7%

29.5%

29.4%

36.2%

28.6%

19.1%

34.0%

29.5%

32.9%

27.9%

24.7%

34.4%

39.9%

44.4%

34.9%

30.2%

31.2%

38.0%

42.1%

23.5%

31.7%

36.8%

38.1%

50.9%

45.9%

44.3%

24.7%

14.8%

23.8%

22.9%

27.5%

33.3%

6.3%

5.2%

8.6%

4.4%

15.9%

13.2%

9.3%

9.8%
2.4%

1.6%

7.1%

7.4%

3.5%

3.9%

2.8%

1.6%

1.2%

1.2%

2.3%

0.4%

4.8%

7.4%

0.0%

2.4%

1.6%

2.4%

0.0%

0.9%

0.0%

14.8%

13.0%

11.1%

17.8%

14.3%

14.7%

13.4%

6.3%

5.9%

16.4%

21.2%

27.0%

16.1%

13.1%

14.7%

15.9%

1.9%

5.4%

1.4%

2.1%

0.0%

1.5%

1.0%

0.0%

1.2%

6.6%

1.2%

0.0%

0.0%

0.0%

6.4%

9.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【経年比較】

平成28年度(n=1196)

平成23年度(n=1473)

【性別】

男性(n=487)

女性(n=676)

【男性・年代別】

20歳代(n=63)

30歳代(n=68)

40歳代(n=97)

50歳代(n=112)

60歳代(n=85)

70歳以上(n=61)

【女性・年代別】

20歳代(n=85)

30歳代(n=122)

40歳代(n=143)

50歳代(n=153)

60歳代(n=109)

70歳以上(n=63)

男性の方が非常に優遇されている どちらかといえば男性の方が非常に優遇されている

平等になっている どちらかといえば女性の方が非常に優遇されている

女性の方が非常に優遇されている わからない

無回答
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グラフ１－９ 「社会全体」における男女の平等感【経年・男女別・年代別】 

 

 

グラフ１－１０ 事業所において男女の地位が平等になっていると思うか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

13.8%

15.3%

21.4%

21.5%

20.3%

16.1%

10.9%

12.3%

16.3%

7.9%

12.3%

9.8%

18.1%

11.7%

7.2%

15.3%

42.1%

59.5%

58.1%

58.4%

56.9%

52.7%

44.6%

53.4%

43.4%

52.0%

46.1%

43.5%

54.9%

48.0%

56.6%

51.8%

22.4%

17.8%

14.9%

14.0%

14.7%

20.5%

26.9%

23.8%

22.9%

16.9%

13.6%

17.4%

17.2%

21.0%

20.2%

18.8%

8.3%

3.4%

1.9%

3.1%

4.6%

8.0%

5.7%

6.5%

8.4%

18.1%

22.1%

20.7%

4.5%

12.2%

4.5%

7.8%

1.6%

0.3%

0.0%

0.3%

0.0%

0.0%

1.0%

0.7%

3.0%

2.8%

5.2%

7.6%

0.4%

2.7%

0.9%

1.4%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

6.9%

0.0%

11.8%

3.7%

3.7%

2.7%

3.6%

2.7%

10.9%

3.2%

6.0%

2.3%

0.6%

1.1%

4.9%

4.3%

3.7%

4.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

70歳以上

60歳代

50歳代

40歳代

30歳代

20歳代

【女性・年代別】

70歳以上

60歳代

50歳代

40歳代

30歳代

20歳代

【男性・年代別】

女性

男性

【性別】

平成23年度

平成28年度

【経年比較】

男性の方が非常に優遇されている どちらかといえば男性の方が非常に優遇されている

平等になっている どちらかといえば女性の方が非常に優遇されている

女性の方が非常に優遇されている わからない

無回答

56.8%

54.7%

66.0%

77.1%

76.1%

61.7%

48.0%

18.8%

17.8%

14.3%

9.9%

9.9%

18.2%

24.7%

4.9%

5.4%

2.7%

1.3%

1.1%

4.9%

5.9%

5.6%

3.5%

1.4%

0.3%

0.4%

2.3%

7.5%

5.2%

8.3%

5.8%

2.9%

3.8%

4.8%

5.4%

8.7%

10.1%

9.9%

8.6%

8.7%

8.1%

8.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

募集や採用の内容

人事配置や昇進

教育や研修制度

福利厚生

定年・退職・解雇

賃金

仕事の内容

平等 ほぼ平等 あまり平等

とはいえない

男女の差が

相当ある

わからない 無回答
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２ 男女共同参画の視点に立った教育の推進 

グラフ２－１ 「男は仕事，女は家庭」という考え方について【経年・男女別・年代別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7.2%

9.4%

9.0%

5.5%

6.3%

7.4%

4.1%

11.6%

10.6%

14.8%

4.7%

5.7%

4.2%

3.9%

8.3%

6.3%

4.6%

5.2%

7.2%

2.5%

4.8%

7.4%

8.2%

6.3%

8.2%

8.2%

4.7%

0.8%

1.4%

2.6%

0.9%

7.9%

44.1%

48.3%

42.3%

45.4%

42.9%

42.6%

53.6%

41.1%

36.5%

34.4%

42.4%

41.0%

43.4%

45.8%

48.6%

57.1%

39.5%

32.5%

37.0%

41.9%

46.0%

38.2%

32.0%

34.8%

38.8%

34.4%

48.2%

49.2%

45.5%

45.1%

34.9%

15.9%

2.0%

1.6%

1.6%

2.4%

0.0%

1.5%

1.0%

3.6%

2.4%

0.0%

0.0%

1.6%

2.1%

1.3%

5.5%

4.8%

1.9%

1.6%

1.8%

2.1%

0.0%

2.9%

0.0%

2.7%

2.4%

3.3%

0.0%

1.6%

3.5%

1.3%

0.9%

6.3%

0.7%

1.6%

1.0%

0.3%

0.0%

0.0%

1.0%

0.0%

1.2%

4.9%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.9%

1.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成28年度(n=1196)

平成23年度(n=1473)

【性別】

男性(n=487)

女性(n=676)

【男性・年代別】

20歳代(n=63)

30歳代(n=68)

40歳代(n=97)

50歳代(n=112)

60歳代(n=85)

70歳以上(n=61)

【女性・年代別】

20歳代(n=85)

30歳代(n=122)

40歳代(n=143)

50歳代(n=153)

60歳代(n=109)

70歳以上(n=63)

男は仕事，女は家庭にいるのがよい
男女とも仕事をもち，家庭のことは女性が責任をもつのがよい
男女とも仕事をもち，家庭でも責任を分担するがよい
男女の役割は固定せずに，男女どちらが仕事をしても家庭にいてもよい
その他
わからない
無回答
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グラフ２－２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.8%

23.6%

26.6%

12.4%

75.8%

2.1%

0.6%

3.8%

3.7%

39.9%

4.8%

9.8%

2.4%

26.2%

32.3%

27.7%

21.6%

15.8%

39.3%

25.1%

42.6%

17.5%

20.0%

26.6%

24.5%

13.5%

54.0%

30.4%

39.6%

61.1%

2.3%

33.1%

62.3%

42.4%

72.3%

31.2%

60.2%

57.7%

77.7%

1.6%

3.9%

1.8%

1.4%

1.7%

8.6%

2.9%

2.5%

3.0%

5.6%

4.8%

4.5%

2.8%

12.5%

9.8%

4.4%

3.5%

4.4%

17.0%

9.1%

8.6%

3.6%

3.2%

3.6%

3.5%

3.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

⑬ＰＴＡなどの参加

⑫町内行事などの参加

⑪財産の管理

⑩家計の管理

⑨主な収入

⑧親や身内の介護

⑦乳児・幼児の世話

⑥子どものしつけや勉強

⑤洗濯

④ごみ出し

③そうじ

②食事の後かたづけ

①食事のしたく

家庭生活における夫婦の役割分担

主に夫（「どちらかといえば」含む） 夫婦同じ程度 主に妻（「どちらかといえば」含む） 家族 その他・無回答
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グラフ２－３ 食事のしたく【経年・男女別・年代別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グラフ２－４ そうじ【経年・男女別・年代別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.2%

0.7%

1.4%

0.9%

0.0%

1.5%

1.0%

1.8%

3.5%

0.0%

0.0%

0.8%

0.7%

0.7%

2.8%

0.0%

1.2%

1.1%

1.8%

0.7%

1.6%

1.5%

2.1%

2.7%

2.4%

0.0%

1.2%

0.8%

0.0%

1.3%

0.9%

0.0%

13.5%

7.3%

14.0%

13.5%

25.4%

16.2%

11.3%

10.7%

11.8%

11.5%

27.1%

9.0%

11.9%

14.4%

9.2%

12.7%

22.7%

39.2%

25.5%

20.3%

31.7%

17.6%

20.6%

23.2%

29.4%

34.4%

27.1%

21.3%

16.1%

18.3%

22.0%

20.6%

55.0%

43.4%

50.9%

58.3%

31.7%

51.5%

61.9%

59.8%

47.1%

42.6%

40.0%

65.6%

67.1%

61.4%

55.0%

46.0%

2.8%

1.9%

3.3%

2.5%

6.3%

8.8%

0.0%

1.8%

3.5%

1.6%

0.0%

1.6%

2.8%

2.6%

3.7%

4.8%

1.0%

3.0%

0.8%

1.2%

1.6%

1.5%

1.0%

0.0%
0.0%

1.6%

2.4%

0.8%

0.7%

0.0%

1.8%

3.2%

2.6%

3.5%

2.3%

2.7%

1.6%

1.5%

2.1%

0.0%

2.4%

8.2%

2.4%

0.0%

0.7%

1.3%

4.6%

12.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【経年比較】

平成28年度(n=1196)

平成23年度(n=1473)

【性別】

男性(n=487)

女性(n=676)

【男性・年代別】

20歳代(n=63)

30歳代(n=68)

40歳代(n=97)

50歳代(n=112)

60歳代(n=85)

70歳以上(n=61)

【女性・年代別】

20歳代(n=85)

30歳代(n=122)

40歳代(n=143)

50歳代(n=153)

60歳代(n=109)

70歳以上(n=63)

主に夫 どちらかといえば夫 夫妻同じ程度 どちらかといえば妻 主に妻 家族 その他 無回答

1.6%

0.8%

2.1%

1.2%

0.0%

1.5%

5.2%

0.9%

1.2%

3.3%

1.2%

0.0%

0.7%

1.3%

2.8%

1.6%

3.2%

4.2%

4.9%

1.9%

3.2%

4.4%

8.2%
2.7%

8.2%

1.6%

4.7%

0.8%

2.1%

1.3%

2.8%

0.0%

26.6%

16.2%

28.7%

25.0%

42.9%

33.8%

26.8%

19.6%

29.4%

26.2%

45.9%

25.4%

21.7%

22.9%

18.3%

20.6%

20.0%

31.8%

23.4%

17.5%

22.2%

23.5%

22.7%

26.8%

18.8%

26.2%

20.0%

18.0%

17.5%

15.0%

14.7%

23.8%

40.2%

38.8%

31.8%

46.4%

19.0%

27.9%

34.0%

42.9%

31.8%

26.2%

20.0%

50.8%

54.5%

53.6%

51.4%

30.2%

4.8%

2.0%

6.2%

4.1%

9.5%

7.4%

1.0%

7.1%

7.1%

6.6%

3.5%

4.9%

2.1%

3.9%

3.7%

7.9%

0.8%

2.4%

0.6%

1.0%

1.6%

0.0%

0.0%

0.0%

1.2%

1.6%

2.4%

0.0%

0.7%

0.0%

1.8%

3.2%

2.8%

3.9%

2.3%

2.8%

1.6%

1.5%

2.1%

0.0%

2.4%

8.2%

2.4%

0.0%

0.7%

2.0%

4.6%

12.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【経年比較】

平成28年度(n=1196)

平成23年度(n=1473)

【性別】

男性(n=487)

女性(n=676)

【男性・年代別】

20歳代(n=63)

30歳代(n=68)

40歳代(n=97)

50歳代(n=112)

60歳代(n=85)

70歳以上(n=61)

【女性・年代別】

20歳代(n=85)

30歳代(n=122)

40歳代(n=143)

50歳代(n=153)

60歳代(n=109)

70歳以上(n=63)

主に夫 どちらかといえば夫 夫妻同じ程度 どちらかといえば妻 主に妻 家族 その他 無回答
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グラフ２－５ 洗濯【経年・男女別・年代別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グラフ２－６ 親や身内の介護【経年・男女別・年代別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.6%

0.8%

2.3%

1.2%

1.6%

4.4%

3.1%

0.9%

3.5%

0.0%

0.0%

0.0%

1.4%

1.3%

3.7%

0.0%

2.1%

2.7%

3.1%

1.3%

1.6%

7.4%

3.1%

0.9%

1.2%

6.6%

1.2%

2.5%

0.7%

0.7%

1.8%

1.6%

17.5%

8.1%

23.4%

13.6%

38.1%

25.0%

29.9%

20.5%

18.8%

6.6%

25.9%

16.4%

8.4%

12.4%

11.0%

11.1%

22.1%

29.7%

25.3%

19.4%

33.3%

22.1%

19.6%

23.2%

23.5%

36.1%

35.3%

19.7%

17.5%

12.4%

15.6%

23.8%

50.2%

49.6%

39.4%

57.8%

17.5%

32.4%

41.2%

50.9%

44.7%

39.3%

30.6%

59.0%

67.1%

69.3%

59.6%

41.3%

3.0%

2.4%

3.3%

3.0%

4.8%

5.9%

1.0%

3.6%

3.5%

1.6%

2.4%

1.6%

2.8%

2.6%

3.7%

6.3%

0.8%

2.7%

0.8%

0.9%

1.6%

1.5%

0.0%

0.0%

1.2%

1.6%

2.4%

0.8%

0.7%

0.0%

0.9%

1.6%

2.8%

3.9%

2.5%

2.8%

1.6%

1.5%

2.1%

0.0%

3.5%

8.2%

2.4%

0.0%

1.4%

1.3%

3.7%

14.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【経年比較】

平成28年度(n=1196)

平成23年度(n=1473)

【性別】

男性(n=487)

女性(n=676)

【男性・年代別】

20歳代(n=63)

30歳代(n=68)

40歳代(n=97)

50歳代(n=112)

60歳代(n=85)

70歳以上(n=61)

【女性・年代別】

20歳代(n=85)

30歳代(n=122)

40歳代(n=143)

50歳代(n=153)

60歳代(n=109)

70歳以上(n=63)

主に夫 どちらかといえば夫 夫妻同じ程度 どちらかといえば妻 主に妻 家族 その他 無回答

0.7%

0.5%

1.4%

0.1%

0.0%

0.0%

2.1%

1.8%

3.5%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.9%

0.0%

1.4%

0.8%

2.1%

0.9%

0.0%

1.5%

3.1%

4.5%

1.2%

0.0%

0.0%

0.0%

0.7%

2.0%

1.8%

0.0%

39.3%

12.2%

43.9%

35.8%

61.9%

42.6%

34.0%

42.0%

38.8%

52.5%

54.1%

35.2%

32.9%

35.3%

26.6%

36.5%

17.5%

15.5%

16.4%

18.3%

7.9%

10.3%

18.6%

20.5%

24.7%

9.8%

14.1%

13.9%

16.8%

23.5%

22.0%

15.9%

15.6%

9.9%

11.5%

18.5%

6.3%

2.9%

6.2%

18.8%

14.1%

18.0%

5.9%

14.8%

21.7%

24.2%

22.9%

14.3%

8.6%

1.9%

6.4%

10.4%

9.5%

11.8%

7.2%

2.7%

4.7%

4.9%

10.6%

11.5%

11.2%

6.5%

11.0%

14.3%

12.8%

47.8%

14.2%

11.7%

12.7%

26.5%

23.7%

8.9%

9.4%

3.3%

12.9%

21.3%

14.0%

6.5%

10.1%

1.6%

4.2%

11.5%

4.1%

4.3%

1.6%

4.4%

5.2%

0.9%

3.5%

11.5%

2.4%

3.3%

2.8%

2.0%

4.6%

17.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【経年比較】

平成28年度(n=1196)

平成23年度(n=1473)

【性別】

男性(n=487)

女性(n=676)

【男性・年代別】

20歳代(n=63)

30歳代(n=68)

40歳代(n=97)

50歳代(n=112)

60歳代(n=85)

70歳以上(n=61)

【女性・年代別】

20歳代(n=85)

30歳代(n=122)

40歳代(n=143)

50歳代(n=153)

60歳代(n=109)

70歳以上(n=63)

主に夫 どちらかといえば夫 夫妻同じ程度 どちらかといえば妻 主に妻 家族 その他 無回答
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グラフ２－７ 自分の子どもをどのように育てたいと思うか【経年・男女別・年代別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グラフ２－８ 家庭内の仕事は誰がするのが良いと思うか（児童）【経年】 

 

 

 

 

 

 

 

 

グラフ２－９ リーダー役は誰がやるのが良いか（児童）【経年】 

 

 

 

 

 

 

10.6%

17.1%

15.4%

7.2%

12.7%

14.7%

15.5%

17.0%

14.1%

18.0%

7.1%

5.7%

5.6%

7.2%

9.2%

11.1%

15.7%

14.7%

6.9%

7.3%

37.8%

39.6%

42.3%

34.6%

36.5%

41.2%

50.5%

47.3%

41.2%

29.5%

32.9%

30.3%

30.8%

35.9%

38.5%

44.4%

43.6%

38.2%

34.1%

35.4%

39.6%

32.4%

27.7%

47.6%

31.7%

25.0%

25.8%

25.0%

31.8%

29.5%

45.9%

47.5%

53.8%

47.1%

45.0%

41.3%

27.4%

30.4%

48.9%

46.5%

9.0%

7.6%

10.1%

8.6%

15.9%

13.2%

4.1%

8.9%

11.8%

9.8%

14.1%

13.1%

7.0%

9.2%

3.7%

3.2%

9.6%

10.8%

8.4%

8.5%

2.0%

1.4%

2.9%

1.5%

3.2%

5.9%
3.1%

1.8%

0.0%

3.3%

0.0%

2.5%

2.8%

0.7%

1.8%

0.0%

1.9%

5.9%
1.7%

1.2%

0.9%

2.0%

1.6%

0.4%

0.0%

0.0%

1.0%

0.0%

1.2%

9.8%

0.0%

0.8%

0.0%

0.0%

1.8%

0.0%

1.9%

0.0%

0.0%

1.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【経年比較】

平成28年度(n=1196)

平成23年度(n=1473)

【性別】

男性(n=487)

女性(n=676)

【男性・年代別】

20歳代(n=63)

30歳代(n=68)

40歳代(n=97)

50歳代(n=112)

60歳代(n=85)

70歳以上(n=61)

【女性・年代別】

20歳代(n=85)

30歳代(n=122)

40歳代(n=143)

50歳代(n=153)

60歳代(n=109)

70歳以上(n=63)

【性別・有職者別】

男性・有職者(n=376)

男性・無職者(n=102)

女性・有職者(n=405)

女性・無職者(n=260)

「男の子は男らしく，女の子は

女らしく」というふうに育てたい

どちらかといえば，「男の子は男らしく，

女の子は女らしく」というふうに育てたい
どちらかといえば，性別に

とらわれずに育てたい

まったく性別にとらわれずに育てたい

わからない 無回答

6.7%

13.7%

10.5%

19.7%

1.0%

1.5%

1.4%

1.4%

56.0%

46.1%

54.0%

52.2%

28.9%

31.0%

27.0%

21.0%

7.3%

6.0%

6.7%

5.8%

0.0%

1.8%

0.1%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成28年度(n=878)

平成23年度(n=890)

平成19年度(n=1946)

平成16年度(n=1737)

女の人が主にやるのが良い

男の人が主にやるのが良い

女の人と男の人が力をあわせてやるのが良い

女の人でも男の人でもできる人がやるのが良い

わからない

無回答

7.6%

12.7%

6.9%

9.6%

4.6%

11.3%

7.8%

16.4%

83.4%

70.2%

80.2%

67.2%

4.4%

4.5%

4.9%

6.8%

0.0%

1.2%

0.3%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成28年度(n=878)

平成23年度(n=890)

平成19年度(n=1946)

平成16年度(n=1732)

女の人のほうが良い 男の人のほうが良い

女の人でも男の人でもどちらでも良い わからない

無回答
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３ 男女がともに活躍できる分野の拡大 

グラフ３－１ 社会的な活動を行っているか【経年・男女別・年代別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グラフ３－２ 社会的な活動に参加しない理由とは 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グラフ３－３ 家庭生活，地域活動，個人の生活，休養のための時間は取れているか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

30.6%

28.3%

32.1%

3.2%

16.2%

27.8%

33.0%

42.4%

41.0%

4.7%

32.8%

41.3%

39.9%

29.4%

33.3%

67.1%

70.2%

65.5%

96.8%

82.4%

70.1%

67.0%

57.6%

52.5%

95.3%

65.6%

56.6%

58.2%

66.1%

61.9%

2.3%

1.4%

2.4%

0.0%

1.5%

2.1%

0.0%

0.0%

6.6%

0.0%

1.6%

2.1%

2.0%

4.6%

4.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1196)

【性別】

男性(n=487)

女性(n=676)

【男性・年代別】

20歳代(n=63)

30歳代(n=68)

40歳代(n=97)

50歳代(n=112)

60歳代(n=85)

70歳以上(n=61)

【女性・年代別】

20歳代(n=85)

30歳代(n=122)

40歳代(n=143)

50歳代(n=153)

60歳代(n=109)

70歳以上(n=63)

行っている 行っていない 無回答

37.0%

5.2%

6.2%

1.2%

19.3%

29.0%

32.3%

14.4%

1.9%

0% 10% 20% 30% 40%

仕事が忙しく時間がないから

出産・育児があるから

介護が必要な家族がいるから

家族の理解や協力が得られないから

やりたい活動がないから

活動についての情報がないから

関心がないから

その他

無回答

27.8%

10.5%

21.8%

21.6%

42.6%

17.4%

38.0%

38.5%

16.6%

20.9%

23.9%

23.9%

9.0%

31.2%

13.5%

13.2%

2.4%

18.1%

1.2%

1.4%

1.6%

1.9%

1.6%

1.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家庭生活

地域活動

個人の生活

休養

取れている まあ取れている あまり取れていない

取れていない 分からない 無回答
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４ 意思決定の場における男女共同参画の推進 

グラフ４－１ 女性の管理職を何人登用しているか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グラフ４－２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グラフ４－３ 女性の管理職を登用していない理由は何か 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

18.7%

18.0%

13.5%

6.4%

3.4%

1.6%

2.0%

1.5%

1.0%

0.6%

7.0%

26.2%

37.0%

25.7%

7.6%

2.4%

1.3%

0.9%

0.5%

0.4%

0.5%

0.0%

0.9%

22.9%

0% 10% 20% 30% 40%

０人

１人

２人

３人

４人

５人

６人

７人

８人

９人

10人以上

無回答

男性 女性

25.1%

15.2%

16.3%

13.4%

1.2%

6.0%

20.6%

28.4%

0% 10% 20% 30%

管理能力の面で，女性の

適任者が少ない，またはいない

在籍年数など満たしていない

家庭の仕事もあるので，

長時間労働を要求できない

業務内容が女性に向いていない

と思う，または任せられない

管理職試験制度があるが，

受験者が少ない，またはいない

辞めてしまう可能性がある

ので，人材として育てられない

その他

無回答
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グラフ４－４ 今後も登用するつもりがない理由は何か 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 仕事と生活が充実し好循環（ワーク・ライフ・バランス）を生み出す環境づくり 

グラフ５－１ 女性の職業の持ち方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11.5%

15.8%

1.9%

15.8%

1.4%

1.4%

38.3%

13.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

仕事と家庭の両立がむずかしいから

女性を管理職にする会社の

制度が十分ではないから

女性は昇進・昇格するためのスキル

を身につける機会が少ないから

管理職を希望する女性が少ないから

職場の中に女性管理職を受け

入れない雰囲気があるから

社会的に女性管理職を受け

入れない雰囲気があるから

その他

無回答

14.5%

22.1%

24.3%

26.5%

40.2%

55.6%

25.8%

27.8%

29.1%

30.5%

44.4%

38.5%

17.5%

11.1%

39.5%

32.5%

12.7%

11.6%

13.9%

12.0%

13.4%

14.8%

10.7%

12.8%

14.5%

14.7%

2.8%

10.3%

20.6%

11.1%

12.3%

11.4%

16.4%

10.5%

0.7%

3.4%

2.1%

7.4%

4.3%

5.2%

12.7%

10.5%

13.9%

9.4%

6.2%

0.0%

3.2%

10.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

4.2%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

70歳以上（ｎ＝55）

60歳代（ｎ＝95）

50歳代（ｎ＝144）

40歳代（ｎ＝117）

30歳代（ｎ＝97）

20歳代（ｎ＝27）
【女性・年代別】

平成23年度（ｎ＝853）

平成28年度（ｎ＝535）

結婚や出産・育児にかかわらず職業を持ち続けている 出産・育児期間に一時退職した後，再就職している

結婚を機に退職し，職業を持っていない 出産・育児を機に退縮し，職業を持っていない

結婚や出産・育児にかかわらず職業を持っていない その他

無回答
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グラフ５－２ 働きたいと思うか【無職の方が回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

18.1%

17.8%

10.7%

20.7%

0.0%

50.0%

50.0%

42.9%
0.0%

5.7%

50.0%

56.4%

28.9%

19.5%

3.3%

2.0%

5.1%

15.6%

22.3%

17.3%

54.8%

23.3%

7.4%

29.9%

36.8%

22.6%

33.2%

0.0%

16.7%
0.0%

28.6%

21.2%

25.7%

33.3%

33.3%

36.8%

43.9%

30.0%

24.0%

20.5%

24.4%

38.6%

21.3%

35.7%

43.3%

32.4%

30.2%

33.1%

40.5%

27.0%

100.0%
0.0%

50.0%

14.3%

45.5%

45.7%

0.0%

0.0%

13.2%

19.5%

40.0%

56.0%

46.2%

35.6%

21.1%

40.0%

0.0%

13.3%

36.8%

9.7%

8.9%

4.8%

11.2%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

9.1%
2.9%

8.3%

7.7%

15.8%

12.2%

15.0%
6.0%

5.1%

4.4%

11.4%

10.7%

7.1%

16.7%

10.3%

12.1%

3.5%

21.4%

7.9%

0.0%

33.3%

0.0%

14.3%

24.2%

20.0%

8.3%

2.6%

5.3%

4.9%

11.7%

12.0%

23.1%

20.0%

6.6%

10.7%

2.4%

3.3%

13.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【経年比較】

平成28年度(n=331)

平成23年度(n=517)

【性別】

男性(n=84)

女性(n=241)

【男性・年代別】

20歳代(n=1)

30歳代(n=6)

40歳代(n=2)

50歳代(n=7)

60歳代(n=33)

70歳以上(n=35)

【女性・年代別】

20歳代(n=12)

30歳代(n=39)

40歳代(n=38)

50歳代(n=41)

60歳代(n=60)

70歳以上(n=50)

【性別・有職者別】

男性・子どもあり(n=39)

男性・子どもなし(n=45)

女性・子どもあり(n=166)

女性・子どもなし(n=75)

【子どもの年齢別（無職者のみ）】

就学前(n=42)

小・中学生(n=30)

高校生以上(n=136)

働きたい 働きたいが，働けない 働きたくない わからない 無回答
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グラフ５－３ 「退職した理由」は何か【男女別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グラフ５－４ 退職した具体的な理由【退職した理由において，結婚・妊娠・出産・育児・介護のいず

れかを回答した方が回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

39.8%

38.0%

25.5%

11.5%

9.6%

8.9%

8.6%

6.5%

6.0%

3.1%

10.2%

1.6%

37.5%

43.8%

18.8%

6.3%

12.5%

0.0%

18.8%

12.5%

6.3%

6.3%

6.3%

6.3%

39.9%

37.2%

26.2%

11.8%

9.1%

8.8%

7.7%

6.3%

6.1%

3.0%

10.5%

1.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

仕事と家事・育児・介護

の両立が難しいため

家事・育児・介護に専念

したいので自発的に辞めた

配偶者の転勤や居住地の問題

などで職場が遠くなったから

体力や健康に自信が

ないため（病気を含む）

子ども，高齢者や病人を預けられる人や，施設が近くにないため

配偶者または，子どもなど

家族が望まなかったから

職場に，育児，介護休業

制度がなかったため

解雇・または退職勧奨されたため

保育園や幼稚園，介護施設に預ける

方が，経済的に負担が大きくなるため

仕事の内容や責任等が変わり，やり

がいを感じられなくなりそうだったから

その他

無回答

全体(n=384）

男性(n=16）

女性(n=363）

35.5%

30.6%

19.1%

17.8%

13.3%

11.7%

7.9%

7.1%

5.1%

2.1%

9.7%

3.1%

6.8%

4.2%

28.8%

47.5%

16.9%

1.7%

11.0%

5.1%

16.1%

0.8%

16.1%

1.7%

42.8%

37.2%

16.3%

10.0%

12.3%

14.0%

6.7%

7.7%

2.5%

2.3%

8.1%

3.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

結婚

妊娠・出産

勤務先の人間関係

賃金や待遇等で職場に不満があった

健康・体力の理由

育児

職場でセクシュアル・ハラスメントや

パワー・ハラスメント等の嫌がらせがあった

高齢者や病人の介護

経済的な理由

仕事を続けることについて，家族や

親族の理解が得られなかった

その他

無回答

全体(n=608）

男性(n=118）

女性(n=479）
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グラフ５－５ 女性が再就職するために必要なこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グラフ５－６ 男性の育児休業，介護休業について受け入れられるか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グラフ５－７ 男性が育児休業を取得しづらい理由は何か 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

77.9%

9.3%

4.3%

4.3%

4.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性も育児に参加した方がよい

と思うので，受け入れられる

育児を理由に仕事を休むべき

ではないから，受け入れられない

育児休業を取得されると

困るので，受け入れられない

その他

無回答

85.0%

4.8%

2.3%

3.6%

4.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性も介護に参加した方がよい

と思うので，受け入れられる

介護を理由に仕事を休むべき

ではないから，受け入れられない

介護休業を取得されると

困るので，受け入れられない

その他

無回答

46.0%

68.0%

44.3%

61.5%

42.2%

41.8%

6.9%

3.3%

3.4%

0% 20% 40% 60% 80%

周囲に取った男性がいないから

職場に取りやすい雰囲気がないから

仕事が忙しいから

取ると仕事で周囲の人

に迷惑がかかるから

人事評価や昇給に影響があるから

休業補償が充分でない

ので経済的に困るから

育児は女性の方が向いている

ので，男性が取る必要はないから

その他

無回答

69.8%

36.7%

69.2%

27.0%

17.6%

44.4%

50.8%

53.5%

2.8%

1.3%

2.0%

0% 20% 40% 60% 80%

夫の理解や家事・育児などへの参加

夫以外の家族の理解や

家事・育児などへの参加

子どもや介護を必要とする人を預かって

くれる施設やサービスの充実

就職情報や職業紹介

などの相談機関の充実

技能習得のための講座等の充実

企業等事業所の理解

企業等が再就職を希望する

人を雇用する制度の充実

フレックスタイム制度の導入や

育児休業などの制度の充実

その他

わからない

無回答
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グラフ５－８ 生活の中で何を優先するか【現実】【経年・男女別・年代別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グラフ５－９ 生活の中で何を優先するか【理想】【経年・男女別・年代別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

40.1%

38.4%

51.1%

32.4%

50.8%

55.9%

62.9%

55.4%

43.5%

31.1%

41.2%

34.4%

29.4%

30.7%

35.8%

20.6%

57.2%

30.4%

37.5%

23.5%

19.3%

21.9%

9.7%

26.6%

4.8%

7.4%

8.2%

8.9%

15.3%

13.1%

12.9%

32.0%

34.3%

19.0%

26.6%

36.5%

8.0%

16.7%

16.3%

43.1%

1.7%

1.8%

3.1%
0.6%

6.3%
2.9%

1.0%

0.0%

5.9%

4.9%

1.2%

0.0%

1.4%

0.0%

0.0%

1.6%

2.4%

5.9%
0.0%

1.5%

27.8%

24.9%

23.8%

30.3%

20.6%

29.4%

20.6%

27.7%

21.2%

23.0%

32.9%

28.7%

23.8%

41.8%

23.9%

28.6%

24.2%

20.6%

37.0%

20.8%

3.4%

2.9%

4.1%

2.7%

12.7%
1.5%

1.0%

3.6%

0.0%

8.2%

7.1%
1.6%

4.2%

0.7%

2.8%

0.0%

3.5%

6.9%
3.5%

1.5%

3.3%

3.7%

2.7%

3.8%

1.6%

0.0%

2.1%

0.9%

5.9%

6.6%

2.4%

1.6%

2.8%

4.6%

5.5%

7.9%

0.8%

9.8%
2.0%

6.9%

2.0%

1.8%

2.1%

2.1%

1.6%

1.5%

2.1%

1.8%

3.5%

1.6%

2.4%

1.6%

2.8%

1.3%

2.8%

1.6%

2.4%

1.0%

2.7%

1.2%

2.5%

4.5%

3.5%

1.5%

1.6%

1.5%

2.1%

1.8%

4.7%

11.5%

0.0%

0.0%

1.4%

2.0%

2.8%

3.2%

1.6%

8.8%

1.0%

1.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【経年比較】

平成28年度(n=1196)

平成23年度(n=1473)

【性別】

男性(n=487)

女性(n=676)

【男性・年代別】

20歳代(n=63)

30歳代(n=68)

40歳代(n=97)

50歳代(n=112)

60歳代(n=85)

70歳以上(n=61)

【女性・年代別】

20歳代(n=85)

30歳代(n=122)

40歳代(n=143)

50歳代(n=153)

60歳代(n=109)

70歳以上(n=63)

【性別・有職者別】

男性・有職者(n=376)

男性・無職者(n=102)

女性・有職者(n=405)

女性・無職者(n=260)

「仕事」を優先 「家庭生活」を優先

「個人・地域の生活」を優先 「仕事」と「家庭生活」を優先

「仕事」と「個人・地域の生活」を優先 「家庭生活」と「個人・地域の生活」を優先

「仕事」と「家庭生活」と「個人・地域の生活」のすべてを優先 無回答

1.8%

1.9%

2.9%

1.2%

6.3%

5.9%

1.0%

2.7%

1.2%

1.6%

3.5%

0.8%

1.4%

0.0%

1.8%

0.0%

2.7%

2.9%

0.7%

1.5%

15.1%

14.3%

14.4%

15.2%

14.3%

14.7%

15.5%

22.3%

9.4%

4.9%

16.5%

21.3%

19.6%

15.0%

5.5%

9.5%

17.0%

4.9%

16.5%

13.1%

3.8%

3.7%

5.1%

3.0%

14.3%

5.9%

7.2%
1.8%

2.4%

1.6%

9.4%
2.5%

2.8%

1.3%

2.8%

0.0%

4.8%

6.9%

3.7%

1.9%

24.6%

21.0%

24.8%

25.0%

12.7%

38.2%

29.9%

25.0%

24.7%

14.8%

20.0%

25.4%

23.1%

26.1%

33.9%

17.5%

27.4%

15.7%

25.4%

24.6%

2.8%

4.3%

2.5%

2.8%

3.2%

1.5%

2.1%

1.8%

3.5%

3.3%

4.7%

2.5%

2.1%

3.9%

1.8%

1.6%

1.6%

4.9%

3.2%

2.3%

14.4%

17.0%

12.7%

16.0%

12.7%

8.8%

13.4%

13.4%

15.3%

11.5%

16.5%

17.2%

17.5%

12.4%

14.7%

20.6%

13.0%

12.7%

13.6%

20.0%

34.4%

32.7%

33.5%

34.9%

34.9%

23.5%

28.9%

30.4%

40.0%

45.9%

29.4%

30.3%

32.2%

39.2%

33.9%

47.6%

31.4%

42.2%

35.3%

34.6%

3.2%

5.0%

4.1%

1.9%

1.6%

1.5%

2.1%

2.7%

3.5%

16.4%

0.0%

0.0%

1.4%

2.0%

5.5%

3.2%

2.1%

9.8%

1.5%

1.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【経年比較】

平成28年度(n=1196)

平成23年度(n=1473)

【性別】

男性(n=487)

女性(n=676)

【男性・年代別】

20歳代(n=63)

30歳代(n=68)

40歳代(n=97)

50歳代(n=112)

60歳代(n=85)

70歳以上(n=61)

【女性・年代別】

20歳代(n=85)

30歳代(n=122)

40歳代(n=143)

50歳代(n=153)

60歳代(n=109)

70歳以上(n=63)

【性別・有職者別】

男性・有職者(n=376)

男性・無職者(n=102)

女性・有職者(n=405)

女性・無職者(n=260)

「仕事」を優先 「家庭生活」を優先

「個人・地域の生活」を優先 「仕事」と「家庭生活」を優先

「仕事」と「個人・地域の生活」を優先 「家庭生活」と「個人・地域の生活」を優先

「仕事」と「家庭生活」と「個人・地域の生活」のすべてを優先 無回答
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グラフ５－１０ ワーク・ライフ・バランスを実現するため企業に必要な取組は何か 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グラフ５－１１ 

 

 

 

 

 

 

 

グラフ５－１２ 

 

 

 

 

 

 

 

1920
1871

1828 1792 1746 1724

1954
1891 1867 1854

1801 1792

1700

1900

2100

平成５年 平成１０年 平成１５年 平成２０年 平成２５年 平成２８年

総実労働時間推移

全国 栃木県

出典：栃木労働局 労働時間の現状 

48.4%

24.7%

43.8%

28.1%

12.5%

40.6%

7.9%

21.7%

22.2%

16.2%

26.8%

25.0%

45.3%

34.3%

22.1%

35.4%

40.7%

41.1%

49.6%

24.5%

42.7%

12.8%

43.8%

40.1%

31.8%

41.2%

38.6%

41.7%

42.8%

29.6%

9.6%

22.9%

9.6%

14.7%

48.9%

11.5%

58.9%

24.7%

30.2%

41.7%

24.6%

25.6%

8.4%

16.6%

37.0%

1.8%

5.2%

0.9%

2.4%

7.3%

0.8%

11.7%

4.3%

2.1%

4.4%

2.7%

4.8%

0.8%

1.9%

4.9%

1.1%

2.2%

0.3%

0.8%

1.8%

0.6%

4.1%

1.3%

0.9%

1.7%

0.8%

2.0%

0.3%

0.4%

2.0%

3.8%

4.3%

4.2%

4.3%

5.0%

3.8%

4.5%

4.3%

4.5%

4.2%

3.8%

4.0%

3.4%

4.0%

4.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【トップの責任】

社長や取締役がリーダーシップを発揮

してワーク・ライフ・バランスに取り組む

企業の中でワーク・ライフ・バランス

を推進する責任者を決める

管理職の意識改革を行う

管理職以外の社員の意識改革を行う

【仕事のやり方】

仕事の量を減らす

無駄な業務・作業をなくす

収益性の低い仕事をやめる

年休の取得計画をつくる

取引先や下請企業に無理な要求をしない

【経営者の意志決定・施策】

従業員を増やす

給料を上げる

ノー残業デーを設ける

【制度】

育児・介護休業を取りやすくする

時間短縮勤務ができるようにする

在宅勤務ができるようにする

非常に

重要

重要 どちらとも

いえない

重要

でない

全く重要

でない

無回答

42.2%

28.0%

65.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

内閣府

栃木県

宇都宮市
ワーク・ライフ・バランスの言葉の認知度
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６ 男女間におけるあらゆる暴力の根絶 

グラフ６－１ 暴力を受けた経験の有無 

 

 

 

 

 

 

グラフ６－２ 身体に対する暴力 

 

 

 

 

 

グラフ６－３ 精神的な暴力 

 

 

 

 

 

グラフ６－４ 経済的な暴力 

 

 

 

 

 

グラフ６－５ 社会的な暴力 

 

グラフ６－６ 性的な暴力 

 

 

1.3%

1.9%

3.6%

4.7%

86.9%

88.8%

8.2%

4.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成23年度

女性（ｎ＝853）

平成28年度

女性（ｎ＝676）

何度もあった 1，2度あった まったくない 無回答

1.2%

1.8%

2.8%

3.6%

87.3%

90.1%

8.7%

4.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成23年度

女性（ｎ＝853）

平成28年度

女性（ｎ＝676）

何度もあった 1，2度あった まったくない 無回答

15.9%

18.3%

77.8%

78.1%

6.2%

3.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成23年度

女性（ｎ＝853）

平成28年度

女性（ｎ＝676）

あった まったくない 無回答

1.9%

1.9%

4.8%

4.7%

86.0%

88.8%

7.3%

4.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成23年度

女性（ｎ＝853）

平成28年度

女性（ｎ＝676）

何度もあった 1，2度あった まったくない 無回答

4.7%

5.2%

6.8%

7.8%

81.4%

83.1%

7.2%

3.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成23年度

女性（ｎ＝853）

平成28年度

女性（ｎ＝676）

何度もあった 1，2度あった まったくない 無回答

2.8%

3.3%

3.8%

4.6%

85.7%

88.0%

7.7%

4.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成23年度

女性（ｎ＝853）

平成28年度

女性（ｎ＝676）

何度もあった 1，2度あった まったくない 無回答
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グラフ６－７ ＤＶ等を防止するために必要なこととは【経年】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グラフ６－８ 相談した相手は誰か【経年】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

60.0%

51.1%

22.2%

15.6%

13.3%

11.1%

4.4%

2.2%

6.7%

0.0%

50.0%

62.9%

12.9%

4.8%

9.7%

11.3%

3.2%

1.6%

3.2%

10.0%

0% 20% 40% 60% 80%

友人・知人

親族

市や県等の公的機関の相談窓口・電話など

家庭裁判所，弁護士

警察署・交番

医師やカウンセラーなど

同じような経験をした人

民間支援団体，ＮＰＯ法人，シェルターなど

その他

無回答

平成28年度(n=45) 平成23年度(n=62)

72.9%

55.1%

43.0%

39.0%

34.6%

30.6%

29.8%

26.5%

3.8%

4.6%

3.3%

53.9%

29.2%

15.9%

11.7%

9.9%

9.6%

12.4%

11.1%

2.7%

6.0%

8.4%

0% 20% 40% 60% 80%

被害者が早期に相談できる

よう，相談窓口を周知する

加害者への罰則を強化する

学校や大学で，暴力を防止

するための教育を行う

加害者に，二度と繰り返さ

ないための教育を行う

被害者を発見しやすい立場にある医療

関係者などに対し，研修や啓発を行う

暴力を防止するための広報・

啓発活動を積極的に行う

家庭で，暴力を防止する

ための教育を行う

暴力を助長するおそれのある情報（雑誌，

コンピューターソフトなど）を取り締まる

その他

わからない

無回答

平成28年度(n=1196) 平成23年度(n=1473)
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グラフ６－９ 相談しなかった理由とは【経年】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グラフ６－１０                グラフ６－１１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グラフ６－１２ 「いわゆるセクハラ指針」の見直しがあったことについて知っているか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

56.7%16.4%

26.9%

セクシュアルハラスメントを感じた場所

職場 地域 その他

22.1%

70.8%

7.1%

セクシュアルハラスメントを感じた経験

感じたことがある 感じたことがない 無回答

11.9%

30.6%

52.1%

0.3%

5.2%

0% 20% 40% 60%

見直しの内容も含めて知っている

見直しがあったことは知っている

知らない

その他

無回答

45.2%

44.1%

37.6%

25.8%

23.7%

21.5%

18.3%

7.5%

6.5%

4.3%

1.1%

2.2%

34.9%

26.6%

48.6%

6.4%

5.5%

17.4%

10.1%

4.6%

1.8%

0.9%

2.8%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

自分さえ我慢すればやっていけると思ったから

相談しても無駄だと思ったから

相談するほどのことではないと思ったから

他人を巻き込みたくなかったから

恥ずかしくて誰にも言えなかったから

自分にも落ち度があると思ったから

相談する人がいなかったから

どこに相談してよいのかわからなかったから

仕返しを受けると思ったから

子どもに危害がおよぶと思ったから

その他

無回答

平成28年度(n=93) 平成23年度(n=109)
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７ 性に対する理解促進と生涯を通じた男女の健康支援 

グラフ７－１ パートナーが自分の健康状態について理解していると思うか【経年・男女別・年代別】 

 

 

 
58.9%

62.3%

63.7%

56.2%

41.3%

57.4%

56.7%

66.1%

81.2%

75.4%

47.1%

61.5%

48.3%

60.1%

66.1%

50.8%

12.7%

14.1%

7.8%

16.1%

9.5%

7.4%

7.2%

12.5%

4.7%
3.3%

8.2%

12.3%

23.1%

20.9%

12.8%

11.1%

16.6%

13.8%

16.0%

16.7%

19.0%

16.2%

28.9%

15.2%

8.2%
4.9%

23.5%

14.8%

21.7%

15.7%

12.8%

9.5%

8.4%

6.8%

8.8%

8.0%

28.6%

17.6%

4.1%

5.9%

3.3%

20.0%

9.8%

5.6%

2.6%

4.6%

12.7%

3.3%

3.0%

3.7%

3.0%

1.6%

1.5%

3.1%

4.5%

0.0%

13.1%

1.2%

1.6%

1.4%

0.7%

3.7%

15.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【経年比較】

平成28年度(n=1196)

平成23年度(n=1473)

【性別】

男性(n=487)

女性(n=676)

【男性・年代別】

20歳代(n=63)

30歳代(n=68)

40歳代(n=97)

50歳代(n=112)

60歳代(n=85)

70歳以上(n=61)

【女性・年代別】

20歳代(n=85)

30歳代(n=122)

40歳代(n=143)

50歳代(n=153)

60歳代(n=109)

70歳以上(n=63)

理解していると思う 理解していると思わない わからない 該当しない 無回答


